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「市長活動日記」は津市ホームページでご覧になれます　 津市長活動日記

「ＴＶ版市長コラム」では、前葉市長がこのテーマを語ります 津市長コラム

道の駅 津かわげ
間もなく完成！

■地域懇談会スタート！(豊が丘小
　学校体育館)…10月１日

　市民と市長とが共に地域の課題に
向き合う「地域懇談会」が、豊が丘
地区から始動しました。市内を37の
地域に分け、いずれの地域も年に２
回ずつ、年間で計74回開催します。

■「Ｂ-1グランプリin十和田」津ぎょうざ小学校
　３位入賞報告(市本庁舎)…10月５日
　B-1グランプリで「津ぎょうざ小
学校」が見事３位のブロンズグラン
プリを獲得。多くの来場者と注目を
集める祭典で津を強力にPRして下
さいました。

■「つデイ」来場者1万人到達記念
　セレモニー(三重テラス)…10月23日

　東京で毎月テーマを変えて開催す
る「つデイ」。２周年を迎え、つい
に累計来場者数が１万人を突破しま
した。今後も多彩なイベントで津市
の魅力を発信してまいります。

津市長 前葉 泰幸

　国道23号中勢バイパスは市域を南北に貫く幹線
道路です。昭和59年の着工以来30年越しの事業は
本年２月の野田～久居間の開通により、ようやく
ゴールが見えてきました。
　合併前の河芸町が、この中勢バイパスと国道
306号の交差点付近に「道の駅」を設置する構想
を打ち出したのは、平成15年春のことでした。道
の駅は、駐車場とトイレがある休憩施設と、地域
の物産販売所、レストランなどの地域振興施設と
が沿道に併設されるもので、全国に1,079カ所あ
ります。全長33.8㎞の中勢バイパスの利用者に
とってぜひ必要なものとして、道路管理者である
国は、当初、休憩施設の建設に乗り気でした。
　ところが、私が市長に就任した平成23年当時、
この構想は全く進んでいませんでした。それどこ
ろか津市が建設・管理する地域振興施設部分の運
営主体が決まらないため、計画断念の寸前まで来
ていました。
　国が8,800㎡の用地買収を終え、地元の皆さまは
完成後すぐに産直販売ができるよう、すでに体制
を整えてくださっているのです。自ら「道の駅」
設置を要望した津市が、施設完成後の運営主体が
決まるまで一歩も前に進めないということは許さ

れません。運営については発想の転換を図ること
とし、まずは、津市としてこの事業に取り組む覚
悟を固めて事業を再出発しようと決めました。
　津市が構想実現に向けて意欲を持ち始めたのを
見て取った国は、自ら基本計画を半年の突貫作業
で策定します。平成25年７月には、国(国土交通
省)と津市との間で道の駅設置に向けての協定を交
わすことができました。
　問題は誰が運営するのではなく、どんな施設に
したいのかということです。「道の駅」を核とし
てその地域の魅力を発信することのできる施設に
するために、早速、「関心表明」の受付窓口を河
芸総合支所に開設することにしました。「物産を
売りたい、飲食を提供したい、イベントをやりた
い、運営を担いたい」といった希望を地域振興施
設の整備に先行して募ったのです。　　
　寄せられた「関心表明」は７カ月間に124件
と、その立地の良さから集客が見込める道の駅と
して、地域の関心を集めていることが分かりまし
た。数あるご意見を参考にして施設の設計を進め
ながら、運営の指定管理者を募集しました。指定
管理料はゼロ、すなわち、管理運営に要する人件
費や光熱水費などは販売収入をもって充てること
が条件です。応募があった３者のうち、最高点を
獲得した提案内容は、高い管理水準を提供するだ
けでなく、生産者に有利になるよう販売手数料を
低率に抑え、剰余金の津市への納付も予定してい
る点などが評価されました。
　「道の駅 津かわげ」は、来年４月24日、津市の
北の玄関口、河芸町三行に華やかにオープンしま
す。道路利用者に愛され、地域の活性化につなが
る施設を目指します。どうぞご期待ください。


